
平成29年度下半期に実施した主な事業【くらし】

事　業　名 内　　容

生活安全支援事務
【地域配備青パト事業】

　地域の共助防犯の強化を図るため、地域への貸出用青パトを舎人区民事務所に配
車しました（区内合計10台）。

生活安全支援事務
【ビュー坊運用委託】

　ビューティフル・ウィンドウズ運動の認知度向上を図るために、区民まつり、美化キャ
ンペーン等のイベントにおいてビュー坊の着ぐるみを活用した啓発活動を実施しました
（29回）。

生活安全支援事務
【自動通話録音機】

　特殊詐欺対策のため、自動通話録音機を950台購入し、65歳以上の方がいる世帯を
対象に、無料貸し出しを実施しました（950台）。

ジェネリック医薬品普及事
業

　ジェネリック医薬品の普及のため、ジェネリック医薬品に替えた場合の差額をお知ら
せする通知を、平成29年10月と平成30年2月の2回送付しました。

◆ジェネリック医薬品差額通知送付経費
　 1,831千円

生活困窮者自立支援事業

　生活に困っている方からの様々な相談をお受けし、一緒に解決方法を探しました。ま
た、複数の相談を1箇所でお受けするために、弁護士等の専門家を招いた出張総合相
談会を開催しました。
<下半期実績>
◆くらしとしごとの相談センター相談受付件数
　 1,486件（電話対応を含む。）
◆出張総合相談会開催日数17日、相談受付件数211件

　就労に向けた準備を整えることを目的とした就労準備支援を委託により実施しまし
た。
◆利用者数 38人

　主に中学生を対象としたマンツーマンの学習支援と安心して過ごせる居場所の提供
を委託により実施しました。
◆登録者数　278人



一般介護予防事業

　高齢者の健康寿命の延伸を図るため、様々な介護予防事業に取り組みました。
◆はじめてのらくらく教室
　 区施設等で運動機能向上、口腔ケア、栄養改善などの教室を開催
 　・会場　33か所　　回数　33回　　参加者　407人
◆はつらつ教室
　 室内で体操や健康体力づくりなどの教室を開催
　 ・会場　19か所　　回数　242回　　参加者　5,439人
◆パークで筋トレ
 　公園や広場などを利用した健康づくりなどの教室を開催
　 ・会場　26か所　　回数　334回　　参加者　6,946人
◆ウォーキング教室
 　多様なコース、距離を歩く健康維持・増進のための教室を開催
　 ・コース 9コース　　回数　27回　　参加者　541人

地域包括ケアシステムの推
進

　足立区版地域包括ケアシステムの構築に向けた区の考え方、方向性を示す「ビジョ
ン」を策定するため、区から地域包括ケアシステム推進会議に諮問し、検討を始めまし
た。

◆足立区地域包括ケアシステム推進会議
 　　　　　　　　　　　　　　　　 開催数2回

データヘルス推進事業

　健康データの集約、分析、活用を進めるため、足立区データヘルス推進会議を2回開
催しました。

◆委員謝礼　24千円

健康あだち21推進事業

◆29年11月厚生労働省（スマートライフプロジェクト）主催の「第6回健康寿命をのばそ
 　う！アワード」にて、取組み実績が評価され、厚生労働省健康局長優良賞（自治体
　 部門）を受賞
◆糖尿病対策アクションプランの中間見直しによる改定
◆第3回子どもの健康・生活実態調査の実施
◆各種イベント（区民まつり、糖尿病予防月間等）での血糖測定実施

こころといのちの相談支援
事業

◆中級ゲートキーパー研修の実施（区職員）
 　【実施日】11月30日　【参加者数】24人
◆上級ゲートキーパー研修の実施（民生・児童委員、関係機関、区職員）
 　【実施日】12月22日　【参加者数】114人
◆いじめ対策と連動した小・中学校特別授業の実施
　 【実施期間】10月から3月
 　【実施校】19校　計1,948人
◆女性向け相談カードの設置
　 庁舎内女性トイレ、授乳室等に設置
 　【実施期間】10月から3月　【配布枚数】4,722枚
◆高齢者向け相談窓口一覧カードの設置
　 【設置機関】庁内22課 庁外31団体
　　　　　　　 　 区内330医療機関
◆こころといのち講演会
 　【実施回数】3月（自殺対策強化月間）4回
 　【参加者】99人



生活環境保全対策事業
【ごみ屋敷等、不法投棄、放
置自転車対策】

◆ごみ屋敷等対策
　 23件の相談を受け、40件（継続対応分を含む）を解決しました。また空き地の草刈に
 　ついては、11件の相談を受け、69件（継続対応分を含む）を解決しました。
◆不法投棄対策
 　不法投棄総合窓口で359件（うち不法投棄110番で289件）の通報を受付ました、不法
　 投棄物は4,810個を処理しました。看板は107枚、啓発用ポケットティッシュを6,633個
 　配布しました。また、10月から12月の防止強化期間中に、区内3カ所への横断幕･懸
　 垂幕の掲示、庁用車に啓発シート貼付、夜間・早朝を含むパトロールを1,794カ所行
 　いました。
◆放置自転車対策
　 区内4カ所の移送所と4カ所の自転車駐車場で「不用自転車の無料引き取り事業」を
　 実施し、2,752台の持ち込みがありました（年間5,472台）。また、周知のため、町会の
　 掲示板にポスター5,300枚を掲示し、ポケットティッシュ5,000個を配布しました。

　
エネルギー対策の推進
【温室効果ガス排出削減】

　省エネ活動や再生可能エネルギーの活用を促進し、地球にやさしい低炭素社会を実
現するため、各種補助を行いました。
＜補助件数＞
◆太陽光発電システム設置費補助金
　 104件　　金額22,271,000円
◆集合住宅・事業所等ＬＥＤ照明設置費補助金
 　45件　　金額7,728,000円
◆省エネリフォーム補助
　 43件　　金額2,062,000円
◆省エネ家電製品購入費補助金
 　56件　　金額852,000円
◆雨水タンク設置費補助金
　 7件　　金額102,500円
◆家庭用燃料電池システム（エネファーム）設置費補助
   30件　　金額1,500,000円
 　（抽選：前期・後期各30件、後期申請61件）
◆電気自動車等購入費補助
　 42件　　金額4,200,000円

ごみの減量・資源化の推進

◆燃やすごみの中には、資源になる紙類が12.5％含まれており、「資源になる紙類大
 　辞典」や「紙資源分別バッグ」を活用し、分別方法や排出方法について周知しまし
　 た。
◆粗大ごみとして排出される羽毛布団及び毛布等の資源化を開始し、約2.8tの羽毛
 　布団等の資源化を行いました。
◆区民団体等が実施したフードドライブ（計4回）や1月に区が実施したサルベージ・
　 パーティ®において、 食品ロス問題の啓発を行ないました。また、区施設3か所で
 　フードドライブ常設窓口を設置しました。



環境学習・体験の推進
【自然環境・生物多様性の
理解促進】

◆友好都市への環境体験ツアー
 　友好都市である新潟県魚沼市で雪国体験、栃木県鹿沼市で椎茸の駒打ち体験を
　 行いました。
 　参加者数 62人
◆生きもの観察会
　 上野動物園で生きもの観察会「動物園から見る生物多様性」を行いました。
 　参加者数 67人
◆野鳥観察会
　 身近な野鳥に関心を持ち、自然環境を大切にする意識を育てるため、舎人公園で
　 野鳥観察会を行いました。
 　参加者数 21人


